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資料１



別
添

１

平
成

2
5
年

3
月

2
7
日

尾
鷲

市
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会

事
業

名

補
助

対
象

事
業

者
等

事
業

概
要

③
事

業
の

今
後

の
改

善
点

③
事

業
の

今
後

の
改

善
点

③
事

業
の

今
後

の
改

善
点

③
事

業
の

今
後

の
改

善
点

ゆ
ｙ
ｙ

三
重

交
通

　
八

鬼
山

線

瀬
木

山
～

三
木

浦
～

三
木

里
駅

前

三
木

里
駅

前
～

東
古

江

A

　
運

行
計

画
日

数
を

計
画

ど
お

り

運
行

し
、

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

B

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
聞

き
取

り
調

査
）
に

お
い

て
、

満
足

度
調

査
を

行
い

（
0
を

基

準
と

し
最

大
値

+
2
、

最
小

値
-
2
）
、

目
標

の
0
.
6
7
に

対
し

て
0
.
6
7
で

、
目

標
数

値

と
な

っ
た

。
聞

き
取

り
調

査
か

ら
概

ね
満

足
し

て
い

る
と

の
回

答
が

多
か

っ
た

が
、

八
鬼

山
線

は
ハ

ラ
ソ

線
に

比
べ

海
岸

沿
い

の
浦

々
を

多
く

回
る

た
め

尾
鷲

市
街

地
へ

の
所

要
時

間
が

長
い

こ
と

、
ま

た
、

2
3
年

7
月

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
よ

り
ハ

ラ
ソ

線
と

連
結

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
為

ハ
ラ

ソ
線

に
乗

り
換

え
る

利
用

者
が

増
加

し
た

た
め

利
用

人
数

が
減

少
し

た
と

思
わ

れ
る

。

引
き

続
き

、
利

便
性

向
上

た
め

、
聞

き

取
り

調
査

や
地

区
懇

談
会

等
を

行

い
、

利
用

促
進

を
図

る
、

新
規

顧
客

獲
得

に
取

り
組

む
。

三
重

交
通

　
ハ

ラ
ソ

線

　
瀬

木
山

～
三

木
里

駅
～

梶
賀

A

　
運

行
計

画
日

数
を

計
画

ど
お

り

運
行

し
、

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

A

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
聞

き
取

り
調

査
）
に

お
い

て
、

満
足

度
調

査
を

行
い

（
0
を

基

準
と

し
最

大
値

+
2
、

最
小

値
-
2
）
、

目
標

の
0
.
８

７
に

対
し

て
0
.
9
0
で

、
目

標
を

達

成
し

た
。

こ
の

路
線

は
満

足
度

が
一

番
高

い
路

線
で

、
昨

年
度

と
比

べ
、

運
賃

収
入

、
収

支
率

と
も

に
ほ

ぼ
横

ば
い

で
、

一
定

の
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

こ
と

は
で

き

た
。

引
き

続
き

、
利

便
性

向
上

た
め

、
聞

き

取
り

調
査

や
地

区
懇

談
会

等
を

行

い
、

利
用

促
進

を
図

る
。

尾
鷲

市

　
尾

鷲
地

区

尾
鷲

駅
～

朝
日

町
～

紀
伊

松
本

尾
鷲

駅
～

光
ヶ

丘
～

尾
鷲

駅

A

　
運

行
計

画
日

数
を

計
画

ど
お

り

運
行

し
、

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

A

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
聞

き
取

り
調

査
）
に

お
い

て
、

満
足

度
調

査
を

行
い

（
0
を

基

準
と

し
最

大
値

+
2
、

最
小

値
-
2
）
、

目
標

の
0
.
6
4
に

対
し

て
0
.
8
2
で

、
目

標
を

上

回
っ

た
。

聞
き

取
り

調
査

か
ら

「
市

民
の

バ
ス

」
と

し
て

定
着

し
て

き
て

い
る

こ
と

が

感
じ

ら
れ

た
。

ま
た

ス
ー

パ
ー

や
イ

ベ
ン

ト
の

タ
イ

ア
ッ

プ
事

業
な

ど
も

定
着

し
て

き
て

い
る

の
が

満
足

度
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。

引
き

続
き

、
利

便
性

向
上

た
め

、
聞

き

取
り

調
査

や
地

区
懇

談
会

等
を

行

い
、

利
用

促
進

を
図

る
。

尾
鷲

市

　
須

賀
利

地
区

　
旧

小
学

校
前

～

島
勝

A

　
運

行
計

画
日

数
を

計
画

ど
お

り

運
行

し
、

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

B

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
聞

き
取

り
調

査
）
に

お
い

て
、

満
足

度
調

査
を

行
い

（
0
を

基

準
と

し
最

大
値

+
2
、

最
小

値
-
2
）
、

目
標

の
0
.
7
4
に

対
し

て
0
.
6
6
で

目
標

値
を

下

回
っ

た
。

利
用

者
数

に
つ

い
て

も
予

想
を

下
回

っ
て

お
り

、
今

後
ダ

イ
ヤ

の
削

減

も
含

め
て

収
支

率
を

上
げ

れ
る

よ
う
検

討
し

て
い

き
た

い
。

引
き

続
き

、
利

便
性

向
上

た
め

、
聞

き

取
り

調
査

や
地

区
懇

談
会

等
を

行

い
、

利
用

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

利

用
率

の
少

な
い

便
、

少
な

い
曜

日
の

削
減

を
含

め
検

討
し

た
い

。

【
各

評
価

項
目

の
評

価
基

準
】

①
事

業
実

施
の

適
切

性
①

事
業

実
施

の
適

切
性

①
事

業
実

施
の

適
切

性
①

事
業

実
施

の
適

切
性

　
　

Ａ
…

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
（
さ

れ
て

い
る

）
。

　
　

B
…

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

に
実

施
さ

れ
て

い
な

い
点

が
あ

っ
た

（
一

部
実

施
さ

れ
な

い
見

込
み

）
。

　
　

C
…

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

に
実

施
さ

れ
な

か
っ

た
（
実

施
さ

れ
な

い
見

込
み

）
。

②
目

標
・
効

果
達

成
状

況
②

目
標

・
効

果
達

成
状

況
②

目
標

・
効

果
達

成
状

況
②

目
標

・
効

果
達

成
状

況

　
　

A
…

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
目

標
を

達
成

し
た

（
す

る
見

込
み

）
。

　
　

B
…

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
目

標
を

達
成

で
き

て
い

な
い

点
が

あ
っ

た
（
一

部
達

成
で

き
な

い
見

込
み

）
。

　
　

C
…

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

（
達

成
で

き
な

い
見

込
み

）
。

陸
上

交
通

に
係

る

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

事
業

（
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

 
ー

系
統

）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

協
議

会
・
構

成
員

　

①
事

業
実

施
の

適
切

性
②

目
標

・
効

果
達

成
状

況
①

事
業

実
施

の
適

切
性

②
目

標
・
効

果
達

成
状

況
①

事
業

実
施

の
適

切
性

②
目

標
・
効

果
達

成
状

況
①

事
業

実
施

の
適

切
性

②
目

標
・
効

果
達

成
状

況

-1-



八
鬼

山
ハ

ラ
ソ

尾
鷲

須
賀

利

満
足

（
+
２

）
8

1
8

1
6

6

概
ね

満
足

（
+
1
）

2
5

2
9

1
2

6

普
通

（
０

）
1
4

1
5

1
4

1
0

や
や

不
満

（
-
1
）

4
3

5
2

（
例

）
八

鬼
山

線

不
満

（
-
2
）

1
1

0
0

（
8
×

2
）
+
（
2
5
×

１
）
+
（
1
４

×
0
）
+
（
4
×

-
１

）
+
（
1
×

-
2
）

5
2

6
6

4
7

2
4

平
均

ス
コ

ア
0
.
6
7

0
.
9
0

0
.
8
2

0
.
6
6

平
均

ス
コ

ア
の

算
出

方
法

5
2

=
0
.
6
7

停
留

所
で

の
聞

き
取

り

し
た

が
っ

て
、

“
０

”
を

基
準

に
数

値
が

大
き

い
ほ

ど
満

足
度

が
高

く
、

数
値

が
小

さ
い

ほ
ど

不
満

度
が

高
い

こ
と

が
示

さ
れ

る
。

最
大

値
は

“
２

”
で

、
こ

れ
は

全
回

答
が

「
満

足
」
で

あ
っ

た
こ

と
を

示
し

、
最

小
値

は
“
▲

２
”
で

、
こ

れ
は

全
回

答
が

「
不

満
」
で

あ
っ

た
こ

と
を

示

す
。

「
満

足
」
に

“
＋

２
”
、

「
概

ね
満

足
」
に

“
＋

１
”
、

「
普

通
」
に

“
０

”
、

「
や

や
不

満
」
に

“
－

１
”
、

「
不

満
」
に

“
－

２
”
を

与
え

、
平

均
ス

コ
ア

を
算

出
し

た
。

（
満

足
と

い
う

回
答

者
数

×
“
＋

２
”
）
＋

（
概

ね
満

足
と

い
う

回
答

者
数

×
“
＋

１
”
）
＋

（
普

通
と

い
う

回
答

者
数

×
“
０

”
）

＋
（
や

や
不

満
と

い
う

回
答

者
数

×
“
－

１
”
）
＋

（
満

足
と

い
う

回
答

者
数

×
“
－

２
”
）

平
均

ス
コ

ア
 
＝

回
答

者
数
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　尾鷲市生活交通路線（バス交通ネットワーク）のアセスメント概要　尾鷲市生活交通路線（バス交通ネットワーク）のアセスメント概要　尾鷲市生活交通路線（バス交通ネットワーク）のアセスメント概要　尾鷲市生活交通路線（バス交通ネットワーク）のアセスメント概要

1-1 地域内フィーダー

尾鷲市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

八鬼山線

瀬木山 三木浦 三木里駅

瀬木山から中心市街地を経由し海岸沿いの各集落を経由して

梶賀へ結ぶ路線であり、沿線に立地する病院への通院や中心

市街地への買い物等の利用に不可欠。

A A A A A B B A A A A B A A A

1-2 地域内フィーダー

尾鷲市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

八鬼山線

三木里駅 東古江

東古江から各集落を経由して三木里駅へ結びハラソ線やJRの

乗り継ぐ路線であり、病院への通院や中心市街地への買い物

等の利用に不可欠。

A A A A A B B A A A A B A A A

2 地域内フィーダー

尾鷲市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

ﾊﾗｿ線

瀬木山 三木里駅 梶賀

瀬木山から中心市街地を経由し海岸沿いの各集落を経由して

三木里駅へ結ぶ路線であり、沿線に立地する病院への通院や

中心市街地への買い物等の利用に不可欠。

A A A A A B B A A A A B B A A

3-1 地域内フィーダー

尾鷲市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

尾鷲地区

尾鷲駅 朝日町 紀伊松本

尾鷲駅から中心市街地を経由して紀伊松本へ結ぶ路線であ

り、沿線に立地する病院への通院や中心市街地への買い物等

の利用に不可欠。

A A A A A B B A A A A B B A A

3-2 地域内フィーダー

尾鷲市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

尾鷲地区

尾鷲駅 光ヶ丘 尾鷲駅

尾鷲駅から光ヶ丘を経由し中心市街地を巡回する路線であり、

沿線に立地する病院への通院や中心市街地への買い物等の

利用に不可欠。

A A A A A B B A A A A B B A A

4 地域内フィーダー

尾鷲市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

須賀利地区

旧小学校前 漁協前 島勝

旧小学校前から須賀利町中心地を経由し島勝を結ぶ路線であ

り、紀北町や尾鷲市街地に立地する病院への通院や買い物等

の利用に不可欠。

A A A A A C B A A A A B A A A

●　当該市（町）内を運行するバス路線を対象に、地域間幹線・フィーダー系統を一体的に捉えた方がよい系統は一括し記載。 　　・ルートの妥当性としての

●　「番号」および「運行系統名」は別途添付する全体路線図（系統図）から転記 　　　　「競合（バス・鉄道等）」は、並行して鉄道などが存在しないのか。他のバス路線との整合性が図られているのか。

●　「運行系統」は国へ提出されているネットワーク計画等をもとに記載 　　　　「非冗長性」は、利用者ニーズにそぐわない長大なバス路線であったり、目的地までの時間がかかりすぎていないのか。

●　「主な利用特性、維持目的」の欄は、幹線・フィーダーそれぞれ、その定義を踏まえ、「誰の」「どこまでの」「どのような」目的の交通需要のための 　　　　「費用効率性」は、特定区間への集中など非効率な運行が存在し、収支悪化を招くような運行になっていないのか。

　　路線であるかを具体的に記載。単なる「生活交通のために維持」は不可。 　　　　「停留所・経由地」は、利用者に不便なバス停の設置（位置）になっていないのか。また、利用が見込まれる経由地は選択されているのか。

●　「達成状況」の欄は、利用特性、維持目的の各項目についてどの程度達成できたのかの評価を記入。 　　　　その際、多くのサービス提供を図るあまり、多くの経過地を選択し複雑になっていないのか。

●　「具体的改善策」の欄は、アセスメントを行ったうえで、具体的改善策の検討について、地域公共交通会議等での議論の状況を記載。 　　・「ダイヤ設定」は、需要に応じたダイヤ設定や生活パターンに応じたダイヤ設定になっているのか。

※　具体的改善策の欄はアセスメントを協議会で行った後記入する。 　　・「バリアフリー性」は、利用者（特に高齢者等）が安全に乗降できるよう配慮された車両・乗降施設になっているのか。

　　・「車両選択」は、それぞれの路線機能に応じ、需要に見合った車両の選択となっているのか。

（記載要領その２） 　　・運行方式としての

●　「アセスメント」の欄は、総合的に評価し、以下の選択肢から選んで記載 　　　　「事業者選定」は、委託事業者の選定にあたって、運行経費の多寡だけではなくネットワーク機能の強化を考慮し選考されているのか。

　A　・・・非常に良い（高く評価される） 　　　　「自治体の関与」は、生活パターンに応じた移動手段の確保を含め、適切なネットワーク機能を確保するため検討が行われているのか。

　B　・・・概ね良い（評価できる） 　　・「利用実態」は、幹線機能に見合った利用が行われ、日常生活に必要な通院、買い物等の活用状況。

　C　・・・改善の余地がある（もう一歩で評価できる） 　　・「住民理解」は、補助により維持されていることや、バス運行に関する情報などの情報に対する沿線住民の認識・理解。

　D　・・・改善の余地が大いにある（努力を要す） 　　・「満足度」は、幹線・フィーダーによりネットワークを構築したサービスに対する住民や利用者の満足度。

　－ ・・・アセスメント不能(アセスメントすべき事象がない) 　　・フィーダー系統のみの

　　　　「不便地解消」は、幹線・フィーダー系統の運行により交通不便地域の解消につながっているのか。

（記載要領その３） 　　　　「幹線接続」は、幹線系統への接続に関し、乗り継ぎに関するルールが決められるなど、乗り継ぎの確実性が確保されているのか。

●　「アセスメント」の各項目の内容については右記のとおり 　　　　「車両選択」は、需要に応じた車両選択や狭隘道路などの道路状況に応じた車両となっているのか。

番

号

地域間幹線／

地域内フィー

ダーの別

運行系統名

運行系統

主な利用特性、維持目的

起　点 主な経由地 終　点

具体的改善策

（地域公共交通会議等における

議論の状況）

地域間

移動

の確保

ルートの妥当性

ダイヤ

設定

バリア

フリー

性

運行方式

利用

実態

住民

理解

満足

度

フィーダー系統のみ

競合

（バス・

鉄道等）

非冗

長性

費用

効率

性

停留

所・

経由地

事業者

選定

車両

選択

不便地

解消

幹線

接続

アンケート調査（聞き取り調査）に

おいて、満足度調査を行い,目標

数値は達成し利用客は横ばいだ

が、利用者の一定のニーズを満

たすことはできた。

アンケート調査（聞き取り調査）に

おいて、満足度調査を行い,目標

数値は達成し、利用客も増加し

ている。

アンケート調査（聞き取り調査）に

おいて、満足度調査を行い,目標

数値は達成しているが、利用客

は予想を下回った。

アンケート調査（聞き取り調査）に

おいて、満足度調査を行い,目標

数値は達成したが、利用者が減

少している。

自治体

の関与

達成状況

アセスメント

アンケート調査（聞き取り調査）に

おいて、満足度調査を行い,目標

数値は達成したが、利用者が減

少している。

アンケート調査（聞き取り調査）に

おいて、満足度調査を行い,目標

数値は達成し、利用客も増加し

ている。
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尾
鷲

市
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会
尾

鷲
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

尾
鷲

市
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会
尾

鷲
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

中
部

様
式

中
部

様
式

中
部

様
式

中
部

様
式

①① ①①
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
に

関
す

る
自

己
評

価
概

要
（
全

体
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

に
関

す
る

自
己

評
価

概
要

（
全

体
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

に
関

す
る

自
己

評
価

概
要

（
全

体
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

に
関

す
る

自
己

評
価

概
要

（
全

体
）

平
成
２

０
年
５

月
２

８
日
設

置

フ
ィ
ー
ダ

ー
系

統
平
成
２
４
年
５
月
2
4
日
N
W
計
画
策
定

①
協

議
会

が
目

指
す

方
向

性
（

①
協

議
会

が
目

指
す

方
向

性
（

①
協

議
会

が
目

指
す

方
向

性
（

①
協

議
会

が
目

指
す

方
向

性
（
P

la
n
）） ））

本
市

は
、

市
域

の
約

９
２

％
が

山
林

で
、

沿
岸

部
に

は
変

化

に
富

ん
だ

リ
ア

ス
式

海
岸

が
形

成
さ

れ
る

な
ど

、
豊

か
な

自
然

環

境
に

恵
ま

れ
て

い
る

一
方

、
市

街
地

周
辺

部
に

は
１

０
ヶ

所
の

集

落
が

点
在

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
に

お
い

て
過

疎
高

齢
化

が
進

行
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
の

各
地

域
の

公
共

交
通

を
い

か

に
し

て
結

ぶ
か

が
重

要
な

課
題

と
さ

れ
て

き
ま

し
た

。

本
市

の
公

共
交

通
機

関
は

、
鉄

道
、

路
線

バ
ス

、
タ

ク
シ

ー
が

そ
の

役
割

を
担

っ
て

い
ま

す
。

鉄
道

は
Ｊ
Ｒ

紀
勢

本
線

、
路

線
バ

ス
は

｢
尾

鷲
長

島
線

｣
、

｢
島

勝
線

｣
、

｢
ふ

れ
あ

い
バ

ス
尾

鷲
地

区

｣
、

「
ふ

れ
あ

い
バ

ス
須

賀
利

地
区

」
、

｢
ふ

れ
あ

い
バ

ス
ハ

ラ
ソ

線
｣
、

｢
ふ

れ
あ

い
バ

ス
八

鬼
山

線
｣
と

、
都

市
等

を
結

ぶ
長

距
離

バ
ス

が
運

行
さ

れ
て

い
ま

す
。

少
子

高
齢

化
・
過

疎
化

等
の

理
由

に
よ

り
、

本
市

の
高

齢
化

率
は

年
々

増
加

傾
向

に
あ

り
、

通
勤

や
通

学
で

利
用

す
る

人
口

も
減

少
を

続
け

、
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
を

維
持

確
保

し
て

い
く
た

め
に

は
よ

り
多

く
の

市
民

が
公

共
交

通
を

利
用

す
る

必
要

が
あ

り
、

ま
ち

づ
く
り

と
一

体
と

な
っ

た
公

共
交

通
の

利
用

促
進

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

こ
れ

を
実

現
す

る
た

め
に

、
市

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

生
活

交
通

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改

善
事

業
に

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
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②
地

域
公

共
交

通
に

関
す

る
具

体
的

取
り

組
み

及
び

そ
の

プ
ロ

セ
ス

（
②

地
域

公
共

交
通

に
関

す
る

具
体

的
取

り
組

み
及

び
そ

の
プ

ロ
セ

ス
（

②
地

域
公

共
交

通
に

関
す

る
具

体
的

取
り

組
み

及
び

そ
の

プ
ロ

セ
ス

（
②

地
域

公
共

交
通

に
関

す
る

具
体

的
取

り
組

み
及

び
そ

の
プ

ロ
セ

ス
（
D

o
）） ））

平
成

２
４

年
１

０
月

１
日

よ
り

、
こ

れ
ま

で
１

０
０

年
余

り
利

用
さ

れ
て

き
た

「
須

賀
利

巡
航

船
」
を

天
候

に
左

右
さ

れ
に

く
い

陸

上
運

行
へ

の
輸

送
方

法
の

変
更

を
求

め
る

地
区

要
望

に
対

応
す

る
た

め
、

地
区

住
民

と
の

意
見

交
換

会
で

理
解

し
て

い
た

だ
き

、
紀

北
町

と
尾

鷲
市

を
結

ん
で

い
る

既
存

路
線

へ
つ

な
ぐ

フ
ィ

ー
ダ

ー
輸

送
に

よ
る

バ
ス

運
行

を
開

始
し

ま
し

た
。

そ
れ

ま
で

に
地

区
と

の
懇

談
会

を
年

４
回

開
催

し
、

運
行

路
線

や
運

行
主

体
、

運
賃

等
、

い
ろ

い
ろ

な
や

り
方

が
あ

る
中

で
メ

リ
ッ

ト
、

デ
メ

リ
ッ

ト
を

検
討

し
決

定
し

て
き

ま
し

た
。

運
行

開
始

前
に

、
運

転
手

の
紹

介
や

、
台

風
時

の
運

行
、

乗
降

の
仕

方
の

説
明

等
の

「
ふ

れ
あ

い
バ

ス
須

賀
利

地
区

の
乗

り
方

説
明

会
」
を

開
催

し
た

と
こ

ろ
、

予
想

を
上

回
る

方
が

参
加

し
て

い
た

だ
き

、
地

域
一

丸
と

な
っ

て
バ

ス
を

守
る

意
識

の
高

さ
が

伺
え

ま
し

た
。

こ
の

経
験

を
踏

ま
え

、
平

成
２

５
年

４
月

１
日

か
ら

運
行

さ
れ

ま
す

、
「
ふ

れ
あ

い
バ

ス
八

鬼
山

線
」
の

三
木

浦
地

区
へ

の
路

線
延

長
や

平
成

２
５

年
１

０
月

の
運

行
を

目
標

に
進

め
て

い
る

「
ふ

れ
あ

い
バ

ス
ハ

ラ
ソ

線
」
の

天
満

地
区

へ
の

路
線

延
長

も

区
長

や
自

治
会

長
、

民
生

委
員

た
ち

と
の

懇
談

を
繰

り
返

し
行

っ
て

き
ま

し
た

。
地

区
の

方
が

住
民

に
ア

ン
ケ

ー
ト

や
、

延
長

路
線

沿
い

の
違

法
駐

車
等

周
知

等
を

行
な

っ
て

も
ら

う
こ

と
で

、
バ

ス
の

利
用

促
進

、
利

用
者

増
加

へ
つ

な
げ

て
い

け
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
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③
地

域
公

共
交

通
に

関
す

る
具

体
的

取
り

組
み

に
対

す
る

評
価

（
③

地
域

公
共

交
通

に
関

す
る

具
体

的
取

り
組

み
に

対
す

る
評

価
（

③
地

域
公

共
交

通
に

関
す

る
具

体
的

取
り

組
み

に
対

す
る

評
価

（
③

地
域

公
共

交
通

に
関

す
る

具
体

的
取

り
組

み
に

対
す

る
評

価
（
C

h
ec

k ）） ））

全
４

路
線

の
全

体
収

支
率

（
平

成
２

４
月

４
月

～
平

成
２

５
年

２
月

末
ま

で
）
は

３
１

．
８

％
で

昨
年

度
の

３
５

．
４

％
に

比
べ

減
少

し
て

い
る

。
路

線
別

の
利

用
者

数
及

び
収

支
率

（
平

成
２

４
年

４
月

か
ら

平
成

２
５

年
２

月
末

ま
で

）
は

、
①

ふ
れ

あ
い

バ
ス

「
尾

鷲
地

区
」
が

１
３

,７
３

７
人

、
１

６
．

８
％

、
②

平
成

２
４

年
１

０
月

か
ら

運
行

の
ふ

れ
あ

い
バ

ス
「
須

賀
利

地
区

」
が

８

６
７

人
、

４
．

５
％

、
③

ふ
れ

あ
い

バ
ス

「
八

鬼
山

線
」
が

２
２

,９
３

７
人

、
３

５
．

４
％

④
ふ

れ
あ

い
バ

ス
「
ハ

ラ
ソ

線
」
が

１
６

，
９

７
４

人
４

０
．

６
％

と
な

っ
て

お
り

、
個

々
の

問
題

点
と

し
て

、
周

辺
地

域
か

ら
市

街
地

へ
の

直
通

運
行

に
つ

い
て

は
、

「
八

鬼

山
線

」
「
ハ

ラ
ソ

線
」
両

路
線

間
で

の
乗

り
継

ぎ
で

き
る

よ
う

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

を
し

た
結

果
、

尾
鷲

市
街

地
へ

所
要

時
間

が
短

い
「
ハ

ラ
ソ

線
」
の

利
用

者
数

は
昨

年
と

ほ
ぼ

変
わ

り
ま

せ
ん

が
、

海
岸

線
沿

い
の

集
落

地
区

を
多

く
走

行
し

、
尾

鷲

市
街

地
へ

の
所

要
時

間
が

長
い

「
八

鬼
山

線
」
の

利
用

者
が

減
少

し
て

い
る

。
周

辺
地

域
の

人
口

減
少

、
高

齢
化

が
進

ん

で
い

る
こ

と
も

利
用

者
減

の
要

因
の

ひ
と

つ
と

い
え

る
が

、
新

た
な

顧
客

獲
得

が
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
。

市
街

地
循

環
型

の
ふ

れ
あ

い
バ

ス
「
尾

鷲
地

区
」
に

つ
い

て
は

、
年

々
利

用
者

が
増

加
し

て
お

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
か

ら

も
「
市

民
の

バ
ス

」
と

し
て

定
着

し
て

い
る

。
引

き
続

き
利

用
促

進
を

図
り

た
い

。

平
成

２
４

年
１

０
月

か
ら

運
行

開
始

し
た

ふ
れ

あ
い

バ
ス

「
須

賀
利

地
区

」
は

、
ま

だ
運

行
し

て
か

ら
５

か
月

な
の

で
検

証
は

難
し

い
が

、
収

支
率

４
．

５
％

と
か

な
り

低
い

数
字

と
な

っ
て

お
り

、
利

用
の

少
な

い
便

、
曜

日
が

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。
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④
自

己
評

価
か

ら
得

ら
れ

た
課

題
と

そ
の

対
応

（
④

自
己

評
価

か
ら

得
ら

れ
た

課
題

と
そ

の
対

応
（

④
自

己
評

価
か

ら
得

ら
れ

た
課

題
と

そ
の

対
応

（
④

自
己

評
価

か
ら

得
ら

れ
た

課
題

と
そ

の
対

応
（
A

ct
io

n
）） ））

⑤
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
（
特

に
工

夫
し

た
点

）
⑤

ア
ピ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

（
特

に
工

夫
し

た
点

）
⑤

ア
ピ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

（
特

に
工

夫
し

た
点

）
⑤

ア
ピ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

（
特

に
工

夫
し

た
点

）

＜
地

域
に

お
け

る
利

用
者

の
把

握
＞

毎
年

、
バ

ス
車

内
、

停
留

所
に

お
い

て
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
て

い
る

。

＜
地

区
懇

談
会

の
意

見
の

把
握

＞

市
内

１
５

会
場

で
地

区
懇

談
会

を
開

催
し

、
そ

の
中

で
バ

ス
に

対
す

る
意

見
・
要

望
を

受
け

た
（
乗

ら
な

い
人

の
意

見
）
。

＜
乗

り
方

説
明

会
の

実
施

＞

新
規

路
線

運
行

前
に

、
地

域
住

民
を

集
め

て
、

運
転

手
の

紹
介

、
台

風
時

の
運

行
、

乗
降

の
仕

方
等

説
明

会
を

開
催

し

た
。

＜
利

用
促

進
＞

地
元

ス
ー

パ
ー

と
の

タ
イ

ア
ッ

プ
事

業
（
乗

車
割

引
券

）

月
1回

開
催

さ
れ

る
物

産
展

に
お

け
る

、
バ

ス
で

来
て

い
た

だ
い

た
お

客
様

に
物

産
展

補
助

券
（
く
じ

引
き

券
）
の

配
布

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
感

謝
の

言
葉

が
多

く
聞

か
れ

、
「
市

民
の

バ
ス

」
と

し
て

定
着

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た

反
面

、
地

区
懇

談
会

の
な

か
で

、
都

合
の

よ
い

時
間

に
バ

ス
が

な
い

、
運

行
本

数
が

少
な

い
、

運
賃

が
高

い
、

Ｊ
Ｒ

と
の

連

結
が

悪
い

、
バ

ス
停

ま
で

が
遠

い
等

の
理

由
で

バ
ス

に
乗

ら
な

い
、

家
族

の
車

で
移

動
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

１
路

線
１

台
の

バ
ス

で
運

行
し

て
い

る
た

め
、

１
つ

の
地

区
の

要
望

を
満

た
そ

う
と

す
る

と
他

の
地

区
へ

影
響

が
で

た
り

と
、

す
べ

て
の

要
望

を
満

た
す

こ
と

は
難

し
い

が
、

平
成

２
５

年
４

月
か

ら
八

鬼
山

線
三

木
浦

地
区

の
路

線
延

長
す

る
こ

と
や

平

成
２

５
年

１
０

月
を

目
標

に
ハ

ラ
ソ

線
天

満
地

区
路

線
延

長
を

地
区

住
民

と
の

話
し

合
い

の
も

と
検

討
し

て
お

り
、

で
き

る
限

り
市

民
の

要
望

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

須
賀

利
線

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
須

賀
利

地
区

住
民

と
の

話
し

合
い

の
な

か
で

、
利

用
状

況
を

説
明

し
、

利
用

促
進

を
図

る
と

と
も

に
利

用
率

の
少

な
い

便
、

利
用

率
の

少
な

い
曜

日
の

削
減

に
よ

る
運

行
経

費
の

削
減

も
視

野
に

入
れ

検
討

し
て

い
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。
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尾鷲市のバス路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南紀特急 

島勝線      三重交通(株)が運行している路線。 

尾鷲長島線    （地域間幹線系統として国・県から補助を受けている。） 

 

ふれあいバス八鬼山線 

               自主運行バス：運輸局の許可を受けて市町村が自主的に運行している路線。 

ふれあいバスハラソ線     （三重交通(株)と委託契約） 

      

 

ふれあいバス尾鷲地区 

               自家用有償運行バス：市町村・ＮＰＯ等が運輸局の登録を受けて、自家用自動車で有償運送している路線。 

ふれあいバス須賀利地区    （三重交通(株)に指定管理） 

市街地巡回バス（旧松本線）： 

自主運行バス 

（尾鷲駅～市街地巡回～松本） 

南紀特急バス：生活交通路線 

（松阪～熊野古道センター） 

長島線:第３種生活交通路線 

（長島～瀬木山（尾鷲市）） 

ふれあいバス八鬼山線： 

自主運行バス 

（三木浦～早田～九鬼～瀬木山） 

ふれあいバス八鬼山線（デマンド運行区間） 

（小脇～名柄） 

ふれあいバス八鬼山線（区域運行） 

（瀬木山～熊野古道センター） 

市街地直通バス「南回り」（区域運行） 

（瀬木山～熊野古道センター） 

島勝線 

（島勝～瀬木山） 

１.ふれあいバス八鬼山線 

1-1（瀬木山～三木里駅） 

1-2（三木里駅～東古江） 

２.ふれあいバスハラソ線 

（瀬木山～梶賀） 

 

3-1.ふれあいバス尾鷲地区 

（尾鷲駅～紀伊松本） 

3-2.ふれあいバス尾鷲地区（市内巡回） 

（尾鷲駅～光ヶ丘～尾鷲駅） 

南紀特急（松阪中央病院～熊

野古道センター） 

４.ふれあいバス須賀利地区 

（旧小学校前～島勝） 

 

尾鷲長島線 

（紀伊長島駅～瀬木山） 

資料２


